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青森県立高校 1 年生が入学時から 1 年間に支払う費用の特徴と評価 

2025.11.27 青森県政を考える会 

１．調査の目的 

2010 年にスタートした高等学校等就学支援金制度が 2025 年度から所得制限が撤廃され、

すべての生徒が対象となり、11 万８８００円が支給されることとなった。これ自体は高校生を抱える

家庭の負担を減らす施策として評価できるものである。しかし、一方で高校入学時には、授業料

の金額を大きく上回る授業料以外の様々な費用が保護者の負担となっていることを見逃すことは

できない。 

そこで、当会は、いったいどのような費用が高校入学時に必要とされているのか、そしてその費

用を保護者の負担とすることが妥当なものなのかどうかを調査・検討した。 

２．結論 

授業料の無償化は一歩前進であるが、青森県立高校の入学初年度費用は依然として 8.8 万

〜32 万円と高額であり、学校間格差や男女差が残されている。この状況は教育基本法が掲げる

教育機会均等の理念や国際人権規約 A 規約 13 条の趣旨と整合しない。今後は、補助制度や徴

収方法の見直しを通じて、実質的な無償教育の実現に向けた政策努力が国及び県政に強く求め

られる。 

３．調査方法 

県教育委員会に対して、「２０２５年度に県立高等学校（全日制）に入学した生徒の２０２５年３月、

４月にかかった費用」を高等学校別に行政文書開示請求を行った。その結果５月２８日に、県立高

校全 43 校から個人情報などを除く関係文書が開示され、当会が一覧にまとめた。 

４．費用の分布と傾向 

費用総額は約 8.8 万円から 32 万円の範囲にわたり、平均は約 23 万円である。授業料が無

償化された現在でも、この金額は家庭にとって軽くない負担であり、特に低所得層にとっては進学

上の大きな壁となる。最高額は男子で三戸高校の 29.4 万円、女子で八戸東高校の 32 万円。一

方、最低額の学校では男子は 8.8 万円、女子は 16.8 万円（いずれも鯵ヶ沢高校）に抑えられて

おり、学校間の差は男子で 20.6 万円、女子で 15.2 万円に達する。 

しかも、この金額は制服や体育着類は 1 着・1 枚購入分である。実際には、制服やシャツ類、体

育着などは 1 着、1 枚で済ませることは出来ず、必要とされる経費は、上記金額を大きく上回るこ

とは容易に推認される。 



2 

 

５．ジェンダー不平等 

平均では女子が男子より約 2 万 5 千円高い。制服の価格差が背景にあり、同一の教育を受け

るにも関わらず、性別によって経済的負担が異なる現実は改善の余地が大きい。標準学生服が

男子制服と定められている場合は、男子は中学校からの流用が可能である一方、女子の場合は

服の購入が不可避である。ジェンダーに起因する追加的負担が構造的に存在しており、「教育費

用の公平性」という観点からも看過できない。 

６．疑問視される費用項目 

疑問視される費用項目は以下の通りである。 

(ア) 制服・体育着類：ほぼ全校で必須。価格差が大きく初年度の負担を増大させている。販売業

者が限定され、価格が高止まりする可能性がある。選択肢が狭められ競争原理が働いていな

い。 

(イ) 教科書・副教材費：義務教育と異なり無償化されていない。学科によって数万円単位で差が

ある。（最高：66,427 円（青森工業高機械科）、最低：0 円（鯵ヶ沢高校【後援会が全額補助】）） 

(ウ) PTA 会費・後援会費：実質的に入学時に一律徴収されることが多く、任意性が形骸化してい

る。（例：PTA 入会金 5,000 円、PTA 会費 13,200 円、育励会会費 24,000 円、育励会施設整備費

15,000 円、錫杖会費 3,000 円（弘前南高校）） 

(エ) 部活動関連費：一律徴収されている学校があり、「部活は任意活動」という建前と矛盾して

いる。（徴収している高校：青森高校、八戸高校、八戸東高校、八戸北高校、八戸西高校、七戸高校、三

沢高校、五所川原農林高校、三農恵拓高校、五所川原工科高校、八戸水産高校） 

(オ) 進路指導費、学年経費：全校で徴収されている。授業料が無償化された以上、生徒の指導

に関わる他の経費も無償化されるべきであろう。 

(カ) 高体連入会金・負担金、高文連入会金・負担金：全校で一律徴収されている。高校生のスポ

ーツ活動・文化活動にかかる費用は、県及び国として支出すべきものであろう。 

 

※各経費がどのように使われるか、十分な説明がない学校があり、透明性の欠如といえる。 

※費用を抑えるための取り組みをしている学校があった。鯵ヶ沢高校は、教科書・補助教材・

体育着等を後援会が全額補助している。後援会には町からの補助が入っていると思われる。 

７．教育基本法との関係 

教育基本法第 4 条の教育機会均等の理念に照らせば、入学初年度に平均 23 万円の負担が

残存している現状は不十分といえる。特に、学校間で最大 15 万から 20 万円もの差があること

は、経済格差が教育格差へ直結する構造を温存しており、進学希望者が学科や学校を自由に選

ぶ機会を制約する要因となる。また、PTA 会費や後援会費が強制徴収に近い運用をされている

点は、法的に疑義がある。 
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８．国際人権規約 A 規約 13 条との関係 

A 規約 13 条は、中等教育を「漸進的に無償化」することを義務づけている。日本はこれを批准

しているが、高校の現状は授業料のみを対象とし、間接的な費用は家庭負担に委ねられている。

平均 23 万円という金額は国際規範が求める方向性から大きく乖離しており、改善の必要性は明

らかである。 

９．課題と提言 

① 国際規範に沿ったロードマップ策定：授業料以外の経費についても段階的に縮減し、最終

的な中等教育完全無償化に近づける政策を国・県が持つべきである。 

② 教科書・副教材費・その他生徒指導関連経費の補助制度拡充：入学時の集中負担を軽減

するため、県又は市町村独自の補助金制度を設けるべきである。 

③ PTA・後援会費等の透明化と任意性担保：徴収方法を見直し、保護者が納得の上で負担

できる仕組みが求められる。 

④ 学校間格差の是正：高額負担となっている学校については、高額となっている原因の調

査・是正指導などが県主導で行われるべきである。 

⑤ ジェンダー不平等が制服の購入に関わって構造的に存在している。男子が標準学生服で

済む学校があるのに対し、女子は必ず各学校指定の制服の着用が求められる。男女間の

不平等の解消を検討すべきである。また、販売業者の固定化により価格競争が働かず、高

止まりを招いている可能性がある。複数業者競争方式の導入を検討すべきである。さらに、

中古制服リユース・バンクの仕組みを県内全校に設けることを検討すべきである。 

なお、弘前南高校は、生徒の健康や多様な価値観を尊重する観点から、期間を定め制

服以外の服装での登校を認めている。今後、制服の簡素化、自由化に向けた先駆的な取

り組みとして他校でも検討されるべきである。（註） 
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＜資料＞ 

 

国際人権規約 A 規約 13 条 

日本はこれを批准している。 

「第 13 条 2 項(b)、種々の形態の中等教育(技術的及び職業的中等教育を含む。 )は,すべての適

当な方法により,特に,無償教育の漸進的な導入により,一般的に利用可能であり、かつ、すべての

者に対して機会が与えられるものとすること」。 「同(c )、高等教育は,すべての適当な方法により,

特に,無償教育の漸進的な導入により,能力に応じ,すべての者に対して均等に機会が与えられるも

のとすること」。 

 

教育基本法第 4 条 

第 4 条 すべて国民は、ひとしく、その能力に応じた教育を受ける機会を与えられなければならず、

人種、信条、性別、社会的身分、経済的地位又は門地によって、教育上差別されない。 
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（註） 

令和 7 年 5 月 1 日 

保護者各位 

青森県立弘前南高等学校 

校  長  川  浪  泰  浩  

制服以外の服装による登校について（お知らせ） 

新緑の候、保護者の皆様におかれましては、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。また、日
頃より本校の教育活動に御理解と御協力を賜り心から感謝申し上げます。 

さて、本校では生徒の健康や多様な価値観を尊重する観点から、下記の期間制服以外の服装での

登校も認めることといたしました。運用のガイドラインをお知らせいたしますので、御確認の上、御理解と

御協力をお願いいたします。 

なお、本措置は、生徒の健康と安全、多様性への配慮を目的としたものであり、原則として制服が基

本の登校服であることに変わりありません。  
御不明な点がございましたら、遠慮なくお問い合わせください。 

記 

1  「制服」以外の服装も認める期間 

令和 7 年 5 月１６日（金）～令和 8 年 2 月 6 日（金） 

2  制服指定日（行事等で、学校が指定した服装で登校する日） 

卒業式、入学式、始業式、終業式、定期考査、講演会、年次の活動（面接練習等）により着用を指示 
された日。 

※制服指定日に関しては、事前にＣｌａｓｓｉ等でお知らせいたします。 

3  その他 

制服を大切にする心を育成するためにも、「制服」を着崩すことは想定しておりません。 

【
担当】 

青森県立弘前南高等学校 
教頭 川村 真慶 

TEL:0172-88-2231 
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県立高校入学時（1年次）にかかる費用（授業料以外）

男子

平均金額 217,773

学校別（男子） 費用 学校別（女子） 費用

三⼾⾼校 294,573 ⼋⼾東⾼校 320,294

百石高校 270,023 ⼋⼾北⾼校 309,494

三沢高校 266,418 三沢高校 308,748

名久井農業高校 264,998 三⼾⾼校 294,573

田名部高校 256,652 ⼋⼾⼯業⾼校 290,743

木造高校 247,166 三本木高校 282,326

⻘森⼯業⾼校 245,013 ⼋⼾⾼校 277,120

五所川原工科高校 244,618 ⻘森⾼校 273,575

弘前中央高校 242,249 百石高校 271,780

七⼾⾼校 241,670 田名部高校 266,672

五所川原農林高校 241,341 ⻘森⼯業⾼校 264,843

三本木高校 241,226 名久井農業高校 264,503

浪岡高校 240,563 七⼾⾼校 263,307

⻘森南⾼校 239,215 ⼋⼾⽔産⾼校 257,373

⻘森商業⾼校 238,490 ⻘森商業⾼校 255,320

⼋⼾⻄⾼校 235,308 五所川原高校 254,351

制服記載なし ⼋⼾東⾼校 233,554 五所川原工科高校 253,518

⻘森⻄⾼校 233,273 弘前中央高校 251,319

柏木農業高校 232,545 柏木農業高校 250,175

制服記載なし ⼋⼾北⾼校 231,999 ⻘森東⾼校 247,615

⻘森中央⾼校 228,415 ⼋⼾⻄⾼校 247,408

十和田工業高校 225,167 木造高校 247,166

⼋⼾⽔産⾼校 225,088 浪岡高校 245,293

六ヶ所高校 219,334 五所川原農林高校 244,091

制服記載なし ⼋⼾⼯業⾼校 217,439 ⻘森北⾼校 240,896

⿊⽯⾼校 216,479 ⻘森南⾼校 240,315

三沢商業高校 211,632 ⻘森⻄⾼校 237,233

大湊高校 210,420 弘前実業高校 234,942

標準学生服 三本木農業恵沢高校 209,737 むつ工業高校 234,307

標準学生服 ⼋⼾商業⾼校 208,732 ⿊⽯⾼校 232,429

標準学生服 ⼋⼾⾼校 202,560 ⻘森中央⾼校 229,515

野辺地高校 195,701 六ヶ所高校 228,034

標準学生服 弘前工業高校 195,577 十和田工業高校 226,567

制服記載なし ⻘森⾼校 190,435 三沢商業高校 211,632

標準学生服 五所川原高校 181,771 大湊高校 207,780

大間高校 180,753 ⼋⼾商業⾼校 207,422 制服各自購入

標準学生服 弘前実業高校 176,802 三本木農業恵沢高校 206,967 制服各自購入

標準学生服 弘前南高校 175,399 大間高校 199,783

標準学生服 ⻘森東⾼校 171,565 野辺地高校 194,301

標準学生服 むつ工業高校 166,897 弘前工業高校 184,727 制服各自購入

標準学生服 弘前高校 166,810 弘前南高校 175,789 制服各自購入

制服記載なし ⻘森北⾼校 158,516 鯵ヶ沢高校 168,620

制服記載なし 鯵ヶ沢高校 88,100 弘前高校 166,170 制服各自購入

243,466

女子
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＜最高額 八戸東高校女子＞  

男子 女子 備考

教科書・使用教材代 39,522 39,522

辞典 8,470 8,470

トレーニングウェア 17,100 17,100 平均サイズ

運動靴 5,300 5,300

制服 6,160 92,900

男⼦⻑袖・半袖シャツのみ、⼥⼦夏半袖

セーラー・夏スカート・⻑袖半袖ブラウ

ス・夏リボンタイ含む

PTA入会金 1,000 1,000

PTA会費 4,800 4,800

生徒会入会金 300 300

生徒会費 6,000 6,000

後援会費 68,000 68,000

入会金 10,000 10,000

会費 48,000 48,000

周年事業費 10,000 10,000

教育振興費 2,400 2,400

部活動費 19,800 19,800

諸経費（普通科美術選択） 54,702 54,702

共通経費 11,088 11,088

図書部 2,250 2,250

図書費 360 360

芸術鑑賞教室 1,890 1,890

進路部（進路指導費） 2,400 2,400

生徒部 6,438 6,438

証明写真 470 470

生徒会行事軍Tシャツ 1,800 1,800

高体連入学時負担金 500 500

高文連入学時負担金 500 500

生徒手帳（カバー付） 397 397

校章 308 308

日本スポーツ振興センター掛金 1,763 1,763

⻘森県⾼等学校安全互助会掛⾦ 600 600

教育奉謝金拠出金 100 100

学年経費 43,614 43,614

学年運営費 10,633 10,633

シラバス用フラットファイル 176 176

通信費（5回） 550 550

学級活動費 1,300 1,300

クラス集合写真（入学時・遠足・スケート教室）1,500 1,500

総合探求ファイル（2冊） 627 627

遠足経費 4,500 4,500

今未来手帳（A5サイズ） 980 980

生徒指導用検査「きらり」 1,000 1,000

模試 23,260 23,260

ベネッセ総合学力テスト（7.11.1月） 10,050 10,050

全統模試（8月） 3,100 3,100

全統模試（2月） 3,510 3,510

スタディーサポート（４・３月） 6,600 6,600

国語 1,034 1,034

必携新明説漢文ノート 528 528

読解をたいせつにする体系古典文法学習ノート407 407

フラットファイル 99 99

数学（ラーンズオーダー問題集） 1,710 1,710

理科（フラットファイル） 99 99

家庭（ファイル・体験教材・調理実習費） 2,160 2,160

保健体育（新体力テストデータ処理費、スケート教室実習費）420 420

芸術（クロッキーブック他、教材） 4,298 4,298

233,554 320,294

授業料 118,800 118,800  

⼋⼾東⾼校（普通科）

合計
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＜最低額 鯵ヶ沢高校男子＞ 
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